
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

８月8日（木）、ベイステージ下田で下田土木事務所・

賀茂農林事務所合同で、優良建設工事等表彰式を開催

しました。両事務所が発注した建設工事において、卓

越した技術等に基づき、優れた成績を修めた工事を表

彰しました。 

今後も建設技術の向上と適正な施工が推進されるよ

うに、賀茂農林事務所としても努力を続けていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当：総務課（0558-24-2074） 

 来年度の治山事業に向けて、要望地調査を実施して

います。各市町から治山事業の要望を受けた山林につ

いて、実際に歩いて危険な箇所等をみてまわり、事業

の優先度や対策方法を検討します。 

今年度は、集中豪雨もあり山のあちこちで不安定

な土砂が見られました。県内だけでなく、全国的に

土砂災害の被害が多く発生しています。少しでも不

安を感じたら市町等への情報提供と早めの避難をお

願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当：治山課（0558-24-2084） 

 

賀茂農林事務所では、一昨年度から松崎町において、

「地籍調査着手推進モデル調査」を実施しています。 

8 月 1 日から 22 日まで、昨年秋に「一筆調査現

地立会い」を実施した江奈・桜田地区の一部の地域

について、松崎町役場及び当所において「閲覧」を

行いました。これは、立会いにより確定した境界の

「地籍測量」成果について、一筆ごとに土地所有者

等に確かめてもらう作業です。 

この成果がそのまま登記されるため、閲覧者は、

真剣に自分の土地情報を確認していました。 

１０月までに、この成果を法務局へ送付し、この

地区調査作業はすべて完了する予定です。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当：農村整備課（0558-24-2080） 

 

 

賀茂農林事務所では、企業的な経営感覚をもつ農

業者の育成を目指し、毎年、専門家を講師に招き経

営改革講座を開催して

います。今年度はマー

ケティングや６次産業

化に向けた計画策定を

重点的に学べる講座に

内容を一新しました。 

 受講生は、５経営体、７

名で、これまで、２回の講

座を開催し、経営分析や６

次産業化の推進に向けた国

や県の取組を学びました。 

今後、これまでの２回の

講座を踏まえ、いよいよ、自らの事業戦略を立てて

いきます。 

 担当：企画経営課（0558-24-2076） 
 

◇優良建設工事等表彰式を開催 ◇地籍調査の閲覧を実施 

◇治山事業、要望地を調査中☆ 

◇経営改革講座で農家の所得向上を応援 



賀茂地域は木材加工施設が少ないため、間伐材の

利用を進めるには遠隔地の製材工場等へ運搬する必

要があり、運搬コストが大きなネックとなっていま

す。 

このほど、土肥港と清水港を結ぶ県道２２３号（駿

河湾フェリー）の活用による運搬コスト削減を検証す

るため、県及び関係各社の協力によりトライアル運搬

が実施されました。 

この結果、１日２往復の運搬が可能なこと、特に土

肥港以南でコスト削減となること等が判明しました。 

今後の利用拡大には、貨物車両に対する運賃割引の

導入や、木材以外の他産業の参入促進等が望まれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当：森林整備課（0558-24-2082） 

平成 24 年度に「ふじのくに美しく品格のある邑」

に登録された、賀茂農林管内の邑の活動について、

前回号に引き続き紹介します。 
 

【上佐ヶ野わくわくの里（河津町）】 

上佐ヶ野地区では、小

規模ながらニューサマー

オレンジやブルーベリー

など多品種の農産物を栽

培しています。この地区

では、美農里プロジェク

トの活動をとおして、自

慢の農村風景を守る活動を積極的に行っています。 
 

【中（西伊豆町）】 

中地区内では、稲作のほ

か「キンギョソウ」や「ア

ロエ」の栽培を行ってい

ます。平成24年5月に有

志により、水利組合を復

活させ、昔ながらの田園

風景を維持し、次世代に

残すため、用水路の管理・保全活動を行っています。  

担当：農村整備課（0558-24-2080） 
 

 
 

 

賀茂の「食の都づくり仕事人」のお店 

永楽堂 （仕事人：馬場篤さん） 

松崎町は、全国で使われる桜もちの桜葉の約７割を生産

しています。その松崎町で桜もちを作っているのが、町役

場の西隣にある明治６年創業「菓子処 永楽堂」です。 

店内に入って最初に目に入るのはいろいろな種類のど

ら焼き。あずき、カスタード、かぼちゃクリーム…、ほっ

とする普段着の味。値段も130円前後とお手頃。 

看板メニューである長八さくらもち（２個で230円）は、

つぶあんを包んだ柔らかいお餅を、松崎町特産の２枚の桜

の葉っぱごといただきます。 

食べると桜の香りが口中に広がります。桜葉は一般の桜

もちより塩気が抑えてあり、甘さ控えめなお餅とのバラン

スがよく取れ、いくつでも食べられそうです。 

桜葉の生産量日本一の町の桜もち。普段のおやつにもお

みやげにもぴったりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お知らせ・イベント 

◆ 「賀茂地域６次産業化異業種交流会」参加者募集！

賀茂地域資源活用促進連絡会は、６次産業化に向け、

多様な地域資源を活用した商品やサービスの開発、販

路開拓等を進めるため、「賀茂地域６次産業化異業交流

会」を開催します。 

 交流会では、食品加工会社等の出展者による展示ブ

ースでの賀茂地域の資源を活用した新商品等の紹介・

商談をはじめ、６次産業化の支援策や取組事例紹介、

食品衛生・食品表示のセミナーを実施します。 

 「新しい商品を作りたい！」「異業種との連携を深め

たい！」など、6 次産業化に関心のある方の積極的な

参加をお待ちしております。 

日時：10 月 17 日（木） 

午後 1 時 30 分～4 時 

会場：東伊豆町アスド会館 

（賀茂郡東伊豆町白田 1652-1） 

参加申込・問合わせ：地域振興課 

（0558－24－2079） 

 

◇県道フェリーで丸太をトライアル運搬 

◇管内のふじのくに美しく品格のある邑

（むら）の紹介【その 3】 
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